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１ 庁舎等行政施設の長寿命化計画の背景、目的等 

(1) 背景                                      

箕輪町の人口は、昭和 50 年代から平成 10 年まで急激に増加し、その後平成 20 年度を

ピークに減少に転じています。箕輪町の保有する公共施設は、人口の増加とともに整備

され、昭和 40 年代後半から平成初期に建設された建物が多く、総延床面積約 10 万㎡、

築後 30 年以上経過した建物が約 5万６千㎡（56％）の状況です。 

平成 25 年 11 月に策定された「インフラ長寿命化基本計画」（インフラ老朽化対策の推

進に関する関係省庁連絡会議決定）において、戦略的な維持管理・更新等を推進するた

め、各インフラ管理者が行動計画としての公共施設等総合管理計画と個別施設ごとの具

体的な対応方針を定める計画として個別施設計画（長寿命化計画）を策定することが求

められ、箕輪町では管理するインフラ全体における整備の基本的な方針として、箕輪町

公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という。）を平成 28 年度に策定してい

ます。 

 

 (2) 目的                                     

総合管理計画に基づき、今後集中した建物更新が予想される箕輪町の公共施設等の老

朽化問題に対応し、財政負担の軽減、平準化を目指し、公共施設等マネジメント（保有

する公共施設を有効活用しつつ、施設保有量の見直しや計画的な保全による施設の長寿

命化を図るための取組み）を推進していくため、庁舎等行政施設に係る長寿命化計画を

策定するものです。 

 

(3) 計画期間                                   

計画期間は、全体としての計画検討期間を令和 2 年度から令和 41 年度までの 40 年間

の計画とし、実施計画については、10 年毎の計画とします。なお、策定後は計画期間内

であっても必要に応じ適宜見直すものとします。 

 

(4) 対象施設                                   

庁舎等行政施設の対象施設は、庁舎・庁舎関連施設、消防関係施設及び水防倉庫等施

設を対象とします。 
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２ 施設を取り巻く現状と課題 

 (1) 施設の保有状況                                 

 

   施設の保有状況は、下記の庁舎等行政施設一覧表のとおりです。 

 ※本計画において、図表 2-1、2-2 以外の建物の床面積は、小数点以下四捨五入し整数で表示しています。 

 

図表 2-1 庁舎等行政施設一覧表 

施設区分 施設類型 施設名 構造 階数 
延床面積 

（㎡） 
建築年度 

築年数 

(2019) 
備考 

庁舎等行

政施設 

庁舎等 

役

場

庁

舎 

庁舎 RC 3 4,337.17 1979 S54 40 旧耐震 

庁舎増 

築棟 

2Ｆ部分 S 2 233.00 1996 H8 23  

1Ｆ部分 S 2 167.28 1996 H8 23 H27 面積増 

倉庫・公用車車庫 1 S 1 220.50 1988 S63 31  

公用車車庫 2 S 1 198.00 1979 S54 40 旧耐震 

公用車車庫 3 S 2 400.28 1979 S54 40 旧耐震 

二輪車車庫 S 1 44.00 1979 S54 40 旧耐震 

情報通信センター SRC 2 346.11 2000 H12 19  

消防関係

施設 
箕輪消防署 

本館棟 RC・S 3 1,100.03 2007 H19 12 2F・3F 

主訓練棟 RC・S 3 88.92 2007 H19 12  

第 1分団基幹詰所 S 1 223.24 2005 H17 14  

第 1分団大出詰所 S 2 94.87 2000 H12 19  

第 1分団八乙女詰所 S 2 60.44 2007 H19 12  

第 2分団基幹詰所 S 2 94.87 1999 H11 20  

第 2分団下古田詰所 S 2 60.44 2005 H17 14  

第 2分団富田詰所 S 2 60.44 2005 H17 14  

第 4分団基幹詰所 S 2 133.01 2003 H15 16  

第 5分団基幹詰所 S 2 94.87 2004 H16 15  

第 6分団基幹詰所 S 2 89.72 1994 H6 25  

第 6分団長岡詰所 S 2 60.44 2005 H17 14  

倉庫 北小河内防災倉庫 軽量S  14.14 2006 H18 13  

判の木水防倉庫 S 1 16.56 1980 S55 39  

沢水防倉庫 S 1 16.56 1984 S59 35  

合 計 16 施設（22 棟）   7,915.86     

 

図表 2-2 築年数別整備状況 

築年数別区分 棟 数 床面積（㎡） 割合（％） 
旧耐震基準 

（昭和 56 年以前） 
新耐震基準 

（昭和 57 年以降） 

築 40 年以上 4 4,740.42 59.9 
4 棟 

4,740.42 ㎡ 

59.9％ 

18 棟 

3,175.44 ㎡ 

40.1％ 

築 30 年以上 3 253.62 3.2 

築 20 年以上 3 584.87 7.4 

築 10 年以上 12 2,336.95 29.5 

 

   施設の中で、役場庁舎が昭和 54 年度建設の旧耐震建物になっています。 
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(2) 施設の配置状況                                

 

図表 2-3 施設の配置状況図 

 

  

本町の庁舎等行政施設は、町のほぼ中心に箕輪町役場、情報通信センター及び箕輪消

防署が配置されている。そのほかには、町内１校である箕輪中学校、文化施設である文

化センター、交流センター、図書館、博物館、体育施設である町民体育館、社会体育館、

さらに産業支援センターみのわ、町商工会館が近接して配置されおり、施設連携は図れ

るように配置されています。 

 

第 6分団基幹詰所 
（南小河内） 

第 5分団基幹詰所 
（三日町） 

第 4分団基幹詰所（木下） 

箕輪町役場 

第 2分団基幹詰所 
（上古田） 

第 1分団基幹詰所（沢） 

情報通信ｾﾝﾀｰ 

箕輪消防署 

第 1分団大出詰所 

第 1分団八乙女詰所 

第 2分団下古田詰所 

第 2分団 
富田詰所 

第 6分団長岡詰所 

沢水防倉庫 

判の木水防倉庫 

北小河内防災倉庫 

Ｎ 
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(3) 施設の運営状況・活用状況等の実態                        

 

① 町の人口の推移                                 

 

箕輪町の人口は、昭和 50 年代から平成 10 年まで急激に増加し、その後平成 20 年（2008

年）をピークに減少に転じており、今後も緩やかに減少が続くと見込まれています。 

 

図表 2-4 町の人口の推移（箕輪町人口ビジョン みのわチャレンジの推計人口） 

 

 図表 2-5 町の人口の推移（箕輪町第 5次振興計画 みのわチャレンジの推計人口） 

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
年少人口

（0〜14歳）
4,000 3,910 3,815 3,594 3,278 3,105 3,048 2,976 2,896

生産年齢人口
（15〜64歳）

16,822 16,993 16,223 14,729 14,419 14,069 13,418 12,705 11,941

高齢人口
（65歳以上）

4,839 5,373 6,176 6,918 7,214 7,335 7,535 7,702 7,835

総人口 25,661 26,276 26,214 25,241 24,911 24,509 24,001 23,383 22,672

年少人口
割合

15.6% 14.9% 14.6% 14.2% 13.2% 12.7% 12.7% 12.7% 12.8%

生産年齢
人口割合

65.6% 64.7% 61.9% 58.4% 57.9% 57.4% 55.9% 54.3% 52.7%

高齢人口
割合

18.9% 20.4% 23.6% 27.4% 29.0% 29.9% 31.4% 32.9% 34.6%
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 ② 施設の活用状況 

 【役場庁舎】 

役場庁舎は、行政機能の中核及び防災時の災害対策拠点施設として重要な施設です。

昭和 54 年（1979 年）に現在の場所に設置され、建築後 40 年を経過しようとしているが、

日常・定期清掃や日々のメンテナンスを行い、計画的な防水工事、空調設備更新を行っ

ていますが、まだ十分な対応が取れていない状況にあります。また、行政サービス増加

により施設内は手狭になっていますが、現有施設を最大限に活用している状況です。 

   

【情報通信センター】 

情報通信センターは、役場に隣接し役場及び町内公共施設の情報通信管理機能及び町

民への情報発信機能を有し極めて重要な施設です。 

 

 【消防署】 

箕輪消防署は、常備消防の位置付けとして、火災、救急、救助、その他風水害等に対

応する施設となっており、文化施設である箕輪町地域交流センターとの複合施設であり、

２階部分が消防署となっています。施設については、箕輪町の施設であり、上伊那広域

連合に無償貸与しています。 

 

図表 2-6 箕輪消防署緊急出動件数の推移 

 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 Ｈ30 

緊急出動件数 817 846 918 921 893 919 923 1,058 1,001 

箕輪町内出動件数（内数） 802 843 905 888 869 832 827 949 874 

    （資料：上伊那広域消防資料から掲載） 調査期間 Ｈ22.1.1～Ｈ30.12.31 Ｈ27 年度から広域化 

 

図表 2-7 箕輪消防署緊急出動件数の推移 
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【消防団詰所】 

消防団機械器具置場としての消防団詰所は、非常備消防の位置づけで町内 6 分団体制

で組織され、消防署を中心に町内にバランスよく配置されています。また、町と地区が

負担をして設置し、地区施設として地元地区が維持管理をしています。 

消防団詰所は、地域の防災活動の最小限拠点となっていますが、人口減少及び若者の

勤務の変化など消防団員としての活動が出来にくくなっており、各分団においての団員

数の確保が難しくなっている現状があります。消防団員の定数については、実情に即し

て平成 30 年度から 50 人減員して団員 400 人としています。平成 23 年度からは女性団員

を任用し平成30年度は29人の女性団員が活躍し消防団活動の活性化に寄与しています。 

   

  図表 2-8 箕輪町消防団員定数の推移 

 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 Ｈ30 

消防団員定数 450 450 450 450 450 450 450 450 400 

女性団員（内数） 0 4 6 11 17 20 24 28 29 

 

   図表 2-9 箕輪町消防団員定数の推移 
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③ 施設関連経費の推移 

 

図表 2-10 施設関連経費の推移（役場庁舎 + 情報通信センター）           （単位：千円） 

 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 5 年平均 

施設整備費 0 0 0 0 0 0 

その他施設整備 0 0 0 0 5,216 1,043 

維持修繕費 21,976 6,449 12,266 10,374 139,320 38,077 

光熱費 11,826 9,381 8,600 10,610 7,780 9,640 

委託費 7,714 9,367 7,279 9,275 12,040 9,135 

合 計 41,516 25,197 28,145 30,259 164,356 57,895 

 
 
 

図表 2-11 施設関連経費の推移（役場庁舎 + 情報通信センター） 
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  図表 2-12 建物別主要修繕等一覧 

（単位：千円）

2014 2015 2016 2017 2018

（H26） （H27） （H28） （H29） （H30）

経過基準年度 2019

RC-3 1979 40

4,337 (S54）

S-2 1996 23

233 (H8)

S-2 2015 4

167 (H27)

S-1 1988 31

220 (S63)

S-1 1979 40

198 (S54)

S-1 1979 40

161 （S54)

S-1 1979 40

44 （S54)

RC-2 2000 19 H18 庁舎間映像転送配線工事（995） 空調機修理（872）

346 （H12)

S-1 2005 14

223 （H17)

S-2 2000 19

95 （H12)

S-2 2007 12

60 （H19)

S-2 1999 20

95 （H11)

S-2 2005 14

60 （H17)

S-2 2005 14

60 （H17)

S-2 2003 16

133 （H15)

S-2 2004 15

95 （H16)

S-2 1994 25

90 （H6)

S-2 2005 14

60 （H17)

R・S-3 2007 12

1,100 （H19)

R・S-3 2007 12

89 （H19)

S-1 2006 13

14 （H18)

S-1 1980 39

17 （S55)

S-1 1984 35

17 （S59)
83

第6分団長岡
詰所

役場庁舎
二輪車車庫

沢水防倉庫

第1分団八乙
女詰所

第1分団基幹
詰所（沢)

情報通信セン
ター

80

北小河内防
災倉庫

判の木水防
倉庫

64

65

66
役場庁舎
公用車車庫3

67

78

72
第2分団基幹
詰所（上古

73
第2分団下古
田詰所

1F部分に倉庫新設

（3,672）

H26以降の修繕工事等建築年

度

(和暦)

屋上防水工事

（12,852）

屋内消火栓用非常

発電機設置

（3,564）

外壁診断調査業務

委託（1,944）

議場屋上防水工事

（9,325）

庁舎1F東給水管

切り回し工事

（626）

3F講堂窓枠改修

（3,662）

空調設備改修基本

設計（1,026）

空調設備改修工

事（139,482）

庁舎非常用電源

取替（5,216）

H25以前実施の主要修繕等
通し

番号

役場庁舎

役場庁舎
H8増築2F部分

役場庁舎
H8増築1F部分

61

62

63

　

経過

年数

H12

施設(建物)名

役場庁舎
公用車車庫2

役場庁舎
倉庫・公用車

車庫１

　

鉄骨塗装工事（1,659）

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　

　 　

　

68

69

70
第1分団大出
詰所

71

79
箕輪消防署
本館棟

箕輪消防署
主訓練棟

81
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　

第5分団基幹
詰所

74
第2分団富田
詰所

75
第4分団基幹
詰所

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　 　

76

82

構造

階数

床面積

H10　2Fテラ ス防水補修（51,450）

H11　3Fトイレ改修（1,050）

H11　非常用発電設備（5,299）

H13　3F防水工事（4,305）

H13　空調設備改修（132,050）

H16　雨漏り修繕（12,233）

H16　エレベーター修繕（14,175）

H17　外壁RC部改修工事（13,251）

H18　アスベスト除去（13,251）

H21　下水接続トイ レ改修（39,795）

H21　太陽光発電設備（47,990）

H25　耐震補強工事（35,576）

77
第6分団基幹詰

所（南小河内）
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 ④ 今後の維持・更新コスト（従来型） 

施設の今後の維持・維持更新コストを試算するに当たり、当町における実施例（箕輪

中部小学校体育館危険改築：S43 建築、H23 危険改築、築 43 年）を考慮し、今後 40 年間

のコスト(従来型)を試算します。 

 

コスト試算条件は、次のとおりとします。 

・基準年度：2019 年度 

・試算期間：基準年度の翌年度から 40 年間 

・更新周期：40 年 

・工事期間：2年（実施年数より古い建物改修を 10 年以内に実施） 

・改築単価：400,000 円/㎡ 

（総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」における行政系施設更新単価） 

・大規模改造：実施年数 20 年、工事期間 1年 

 

コスト試算結果から、今後 40 年間のコストは、48 億円（1.2 億円/年）（内維持管理費

0.3 億円/年）かかると試算され、これは、過去 5 年間の施設関連経費の 2.2 倍となりま

す。今後 10 年間は、2.4 億円/年と試算されます。 

 

図表 2-13 今後の維持・更新コスト(従来型)試算） 
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３ 施設の老朽化状況の実態 

(1) 調査対象施設                                 

 

調査対象施設は、本計画 2の図表 2-1 庁舎等行政施設一覧表の施設とします。 

 

 

 (2) 老朽化状況の評価方法                             

   施設の老朽化状況の把握は、構造躯体の健全性の把握と躯体以外の劣化状況に分けて

実施する。 

   建物基本情報を基に、学校施設の長寿命化策定に係る解説書に沿った評価方法で構造

躯体の健全性の評価及び劣化状況等の評価を実施した。 

   

〔構造躯体の長寿命化の判定…… 図 3〕 

 ・旧耐震基準の鉄筋コンクリート造の建物については、耐震診断の報告書に基づき、コン 

クリート圧縮強度が 13.5N/㎜２以下のもの、及び圧縮強度が不明のものは「要調査」建

物とし、試算上は「改築」とする。 

・旧耐震基準の鉄骨造、木造等の建物については、現地調査結果を基に判断し、概ね建築

後 40 年以上で腐食や劣化の著しいものは「要調査」建物とし、試算上は「改築」とする。 

 ・上記以外は、試算上は区分を「長寿命」とする。 

 

 

 

 

 図表 3-1 構造躯体の長寿命化の判定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」 

 

耐震基準 

耐震補強済 
または 

耐震診断で耐震性あり 

耐震補強 NO 

 

旧耐震基準 新耐震基準 

 

ＲＣ

造 

 
Ｓ造 
Ｗ造 
等 

コンクリート圧縮強度 

13.5Ｎ/ｍ㎡以下 

概ね 40 年以上で 
腐食や劣化の進行が 

著しいもの 

 

「要調査」 

建物 

YES 
または、使用不可 

ＲＣ造でコンクリート

圧縮強度が13.5N/mm2以

下の場合は、「要調査」

を自動で標示し、「改築」

として試算する。 

 

ＲＣ造以外は、目視状況

により、長寿命化改修に

適さないと考えられる

場合は、試算上の区分を

「改築」や「要調査」と

記入（選択）する。 

「長寿命」として試算 

YES 

YES 

「改築」として試算 

NO 
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 〔構造躯体以外の劣化状況の評価〕 

   構造躯体以外の劣化状況の評価は、次ページに示す表 3-2 劣化状況調査票により、下

記の図 3-2 構造躯体以外の劣化状況の評価基準等を参考に各建物の評価を行う。 

 

図表 3-2 構造躯体以外の劣化状況の評価基準等（資料：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」 

区分 評価方法 評価基準 

評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根・屋上、外壁は

目視状況により、内

部仕上げ、電気設備、

機械設備は部位の全

面的な改修年から経

過年数を基にＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄの４段階で評

価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目視による評価（屋根・屋上、外壁） 

評価 基   準 

Ａ 概ね良好 

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし） 

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し） 

Ｄ 

 

 

 

早急に対応する必要がある 

（安全上、機能上、問題あり） 

（躯体の耐久性に影響を与えている） 

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等 

 

 

     経過年数による評価（内部仕上げ、電気設備、機械設備） 

評価 基   準 

Ａ 20 年未満 

Ｂ 20 年以上～40 年未満 

Ｃ 40 年以上 

Ｄ 経過年数に関わらず著しい劣化事象がある場合 

   

健全度の

算定 

 

 

 

 

 

 

各建物の５つの部位

について、劣化状況

をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの

４段階で評価し、100

点満点で数値化した

評価指標 

 

 

  

部位の評価点       部位のコスト配分  

 

 

 

 

 

 

 

 

健全度 

 総和（部位の評価点×部位のコスト割合）÷ 60 

 

評価点 

Ａ 100 

Ｂ 75 

Ｃ 40 

Ｄ 10 

部位 コスト配分 

１ 屋根・屋上 5.1 

２ 外壁 17.2 

３ 内部仕上げ 22.4 

４ 電気設備 8.0 

５ 機械設備 7.3 

60 

 

 

良好 

劣化 

良好 

劣化 
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図表 3-3 劣化状況調査票 

劣化状況調査表 

㎡

1 屋根 ■□ ■

　 屋上 □ 　 ■

　 ■ □

　 □ □

　 □ ■

　 □ □

□

2 外壁 ■ □

■ ■

□ □

□ ■

□ ■

■ ■

□ □

□ ■

□

3 □

□

■

□

□

■

□

■

□

□

□

4 電気設備 □

□

□

□

5 機械設備 □

□

□

□

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

その他、機械設備改修工事 Ｈ15年、Ｈ30年に空調設備を改修

竣工後40年を経過している。この間外部防水はシート防水に改修している。

外壁のタイル貼りは薄利している部分があるので、平成27年の打診検査の結果に基づき補修されたい。

屋根（屋上）防水工事（H10年　2Ｆテラス、Ｈ13年　3Ｆ、Ｈ19年塔屋、Ｈ26年屋上防水、H28年議場屋上）

健全度

75

　100点

排水配管改修 Ｈ21年 排水を下水道に接続
B

消防設備の点検 屋内消火栓、火災報知器設備は毎年点検済

その他、電気設備改修工事 Ｈ22年 太陽光設備設置

給水配管改修 　 1階トイレを改修

配線等の敷設工事 　
B

昇降設備保守点検 Ｒ1年 Ｈ16年　昇降設備エレベーター修繕

その他、内部改修工事 　

分電盤改修 　

構造体の耐震対策 Ｈ25年 耐震診断の結果Ｉｓ値が0.77であったが、避難施設なので1.5倍

非構造部材の耐震対策 以上に補強し、結果Ｉｓ値1.02となった。

B

障がい児等対策 　 　

防犯対策 Ｈ27年 オートロック設置

（照明器具） 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 空調設置 Ｈ13年　　Ｒ1年 （H25)　ホールエアコン取付　（H27）　2Fエアコン取付

（内部建具） トイレ改修 　 　

（間仕切等） 法令適合

内部仕上 老朽改修 　 　

（床・壁・天井） エコ改修 　

既存点検等で指摘がある

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項） 評価

断熱サッシ、省エネガラス 外部手すり等の錆・腐朽 1

鋼製サッシ 　 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

アルミ製サッシ Ｈ29年 3Ｆ一部改修 窓・ドアの廻りで漏水がある 2

その他の外壁（　　　　　　　　　　　） Ｈ17年 外壁（ＰＣ部分）改修 大きな亀裂がある 1 B

庇の金属板に

錆が発生して

いる。

RC外壁にヘ

アクラックが

ある。

議会、建設

タイル張り、石張り 　

コンクリート系パネル（ALC等） 　 タイルや石が剥がれている 10

　 外壁から漏水がある 1

金属系パネル 　 塗装の剥がれ

既存点検等で指摘がある

塗仕上げ 　 　 鉄筋が見えているところがある

笠木・立上り等に損傷がある 1

その他の屋根（　　　　　　　　　　　） Ｈ16年 樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝを目視点検できない

勾配屋根（スレート、瓦類）

勾配屋根（長尺金属板、折板） 屋根葺材に錆・損傷がある B

H10年 屋上防水改修

カラー折版の

屋根が変色し

ている。アスファルト露出防水 　 天井等に雨漏り痕がある 4

シート防水、塗膜防水 防水層に膨れ・破れ等がある

箇所数

アスファルト保護防水 降雨時に雨漏りがある 1

部位
仕様 工事履歴（部位の更新） 劣化状況

特記事項 評価
（該当する項目にチェック） 年度 工事内容 （複数回答可）

11-1 建築年度 昭和54年度　（ 1979 年度）

構造種別 RC 延床面積 4,337 階数 　地上　3　　　階　　地下　１　階

　 調査日 令和元年（2019）8月21日

建物名 庁舎 記入者

　

　

雨漏り修繕

　

通し番号 61

学校名 役場庁舎 学校番号

棟番号
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(3) 構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価            

   

図表 3-4 構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 

　  

建物

種別

建物

種別
西暦 和暦 基準 診断 補強

調査

年度

圧縮

強度

（N/

㎟）

試算

上の

区分

61 役場庁舎 庁舎 11-1 庁舎 庁舎 RC 3 4,337 1979 S54 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75

62 役場庁舎
庁舎（Ｈ8増築2Ｆ

部分）
11-1 庁舎 庁舎 S 2 233 1996 Ｈ8 23 新 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100

63 役場庁舎
庁舎（Ｈ8増築1Ｆ

吹抜け部）
11-3 庁舎 庁舎 S 2 167 2015 Ｈ27 4 新 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100

64 役場庁舎
倉庫・公用車車庫

1
11-2 庁舎 車庫 S 1 220 1988 S63 31 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75

65 役場庁舎 公用車車庫2 11-1 庁舎 車庫 S 1 198 1979 S54 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75

66 役場庁舎 公用車車庫3 11-1 庁舎 車庫 S 1 161 1979 S54 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75

67 役場庁舎 二輪車車庫 11-1 庁舎 車庫 CB 1 44 1979 H3 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75

68
情報通信セン

ター
情報通信センター 2553-592 その他 その他 RC 2 346 2000 H12 19 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 91

69
第１分団基幹詰

所（沢）
消防団員詰所 2812 消防施設 詰所 S 1 223 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 84

70
第１分団大出詰

所
消防団員詰所 2464 消防施設 詰所 S 2 95 2000 H12 19 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75

71
第1分団八乙女

詰所
消防団員詰所 2936 消防施設 詰所 S 2 60 2007 H19 12 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 81

72
第2分団基幹詰

所（上古田）
消防団員詰所 2472 消防施設 詰所 S 2 95 1999 Ｈ11 20 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98

73
第2分団下古田

詰所
消防団員詰所 2821 消防施設 詰所 S 2 60 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 84

74
第2分団富田詰

所
消防団員詰所 2839 消防施設 詰所 S 2 60 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98

75
第4分団基幹詰

所（木下）
消防団員詰所 2723 消防施設 詰所 S 2 133 2003 Ｈ15 16 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 81

76
第5分団基幹詰

所（三日町）
消防団員詰所 2791 消防施設 詰所 S 2 95 2004 H16 15 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 91

77
第6分団基幹詰

所（南小河内）
消防団員詰所 2251 消防施設 詰所 S 2 90 1994 Ｈ6 25 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 81

78
第6分団長岡詰

所
消防団員詰所 2847 消防施設 詰所 S 2 60 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98

79 箕輪消防署 本館棟 2910 消防施設 庁舎
RC

Ｓ
3 1,100 2007 H19 12 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98

80 箕輪消防署 主訓練棟 2910 消防施設 その他
RC

Ｓ
3 89 2007 H19 12 新 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100

81
北小河内防災倉

庫
防災倉庫 2880 防災施設 倉庫 S 1 14 2006 Ｈ18 13 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98

82 判の木水防倉庫 水防倉庫 780 防災施設 倉庫 S 1 17 1980 Ｓ55 39 新 要調査 Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 62

83 沢水防倉庫 水防倉庫 771 防災施設 倉庫 S 1 17 1984 Ｓ59 35 旧 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100

築

年

数

通

し

番

号

棟番号

長寿命化判定

構造躯体の健全性

構

造

健全度

(100点

満点)

屋

上

・

屋

根

内

部

仕

上

延床

面積

(単位)

耐震安全性用途区分

劣化状況評価

階

数

外

壁

建築年度
電

気

設

備

機

械

設

備

建物基本情報

施設名 建物名

：概ね良好

：部分的に劣化
A

B

：広範囲に劣化

：早急に対応する必用がある

C

D：築30年以上：築50年以上 基準 2019
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庁舎等行政施設の調査に基づく評価は、図表 3-4 のとおりです。 

また、個別施設の調査の代表的な建物の概要は下記のとおりです。 

 

【役場庁舎】 

劣化状況の調査結果 

 昭和 54 年（1979 年）8 月の竣工以来 40 年を経過している。この間、外部防水は屋上のシ

ート防水に改修している。外壁のタイルが剥離している部分があるので、平成 27 年度の検査

結果に基づき補修されたい。平成２９年度に３階東側の一部窓枠改修を行っている。 

状況写真 

  

外部状況 屋根の状況(シート防水) 

  

軒先のタイルの状況 外部 沈下による亀裂の状況 

  

上窓(３階)引き違いに改修済（下は２階内倒窓） 内部 床状況 
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【情報通信センター】 

劣化状況の調査結果 

 平成 12 年（2000 年）10 月の竣工以来 20 年を経過している RC 外壁にはヘアークラックが

発生している。内装には汚れなどあるが、特に問題はない。 

状況写真 

外部状況 外部状況（クラック状況） 

 

【箕輪消防署】 

劣化状況の調査結果 

 平成 20 年（2008 年）3 月竣工以来 12 年が経過している。天井等に雨漏りの跡があるがそ

のほかには大きな問題はないと思われる。 

 

状況写真 

  

屋根の状況 屋根の状況 
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  図表 3-5 建物毎の評価・課題・今後の方針 

経過基準年度 2019

61 役場庁舎 RC-3 1979 40

4,337 (S54)

S-2 1996 23

233 (H8)

S-2 2015 4

167 (H27)

S-1 1988 31

220 (S63)

S-1 1979 40

198 (S54)

S-1 1979 40

161 （S54)

S-1 1979 40

44 （S54)

RC-2 2000 19

346 （H12)

S-1 2005 14

223 （H17)

S-2 2000 19

95 （H12)

S-2 2007 12

60 （H19)

S-2 1999 20

95 （H11)

S-2 2005 14

60 （H17)

S-2 2005 14

60 （H17)

S-2 2003 16

133 （H15)

S-2 2004 15

95 （H16)

S-2 1994 25

90 （H6)

S-2 2005 14

60 （H17)

R・S-3 2007 12

1,100 （H19)

R・S-3 2007 12

89 （H19)

S-1 2006 13

14 （H18)

S-1 1980 39

17 （S55)

S-1 1984 35

17 （S59)

ＲＣ壁にクラック及びヘアークラックが発生している。内装

に汚れがあるが特に問題なし。

長寿命化により継続使用

外壁クラック補修と塗装改修

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

竣工後23年を経過しているが特に問題はない。

竣工後4年経過であるが、実際は2008年増築時の1階吹

き抜け部分であり、構造躯体は23年経過しているが内外

装とも問題なし。

外壁の押出成型セメント板に塗装の剥がれや目地シーリ

ングの劣化が見られる。ホース乾燥棟の鉄骨に錆が発生

している。

外壁波型スレート板に亀裂や破損箇所が多い。波型ス

レートはアスベストと思われる。（レベル3）

82 判の木水防倉庫

83 沢水防倉庫
屋根外壁とも健全である。 長寿命化により継続使用

要調査建物　早急に対応必要。屋根は前面に錆が発生。壁の50％程度に錆が発生。

長寿命化により継続使用

区が管理

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

上伊那広域連合に無償貸与（Ｈ20から）

早急な屋根破損部分尾改修が必要。（Ｒ2）

長寿命化により継続使用

上伊那広域連合に無償貸与（Ｈ21から）

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。第6分団長岡詰所
屋根が若干変色している以外は問題なし。

北小河内防災倉庫
内外装とも特に問題なし。

79

81

77
第6分団基幹詰所（南小

河内）

屋根外壁とも特に問題なし。

屋根のカラー鉄板に変色あり。外壁の押出し成型板の塗

装の剥がれ、目地シーリングが劣化、ほとんどの部分でひ

び割れあり。

外壁の押出成型セメント板に塗装の剥がれや目地シーリ

ングが劣化亀裂が各所にある。ホース乾燥棟の鉄骨に錆

が発生している。

箕輪消防署

本館棟

80
箕輪消防署

主訓練棟

屋根の一部が破損、雨漏りあり。

78

長寿命化により継続使用

区が管理。改修時に町補助金対応。

73
第2分団下古田詰

所

76
第5分団基幹詰所

（三日町）

74 第2分団富田詰所

75
第4分団基幹詰所

（木下）

72
第2分団基幹詰所

（上古田）

屋根壁特に問題なし。

屋根壁共劣化度は低い。

屋根壁特に問題なし。

屋根壁とも変色あるが特に問題なし。ホース乾燥棟の鉄

骨に錆が発生している。

情報通信センター

69
第1分団基幹詰所

（沢)

70 第1分団大出詰所

71
第1分団八乙女詰

所

67
役場庁舎

二輪車車庫

外壁の押出成型セメント板に塗装の剥がれや目地シーリ

ングの劣化が見られる。ホース乾燥棟の鉄骨に錆が発生

している。

長寿命化により継続使用

66
役場庁舎

公用車車庫3

屋根壁共劣化度は低い。

波型スレートはアスベストであると思われる。（レベル4） 長寿命化により継続使用

68

65
役場庁舎

公用車車庫2

長寿命化により継続使用

64
役場庁舎

倉庫・公用車車庫１

長寿命化により継続使用外壁波型スレート板に亀裂や破損箇所が多い。波型ス

レートはアスベストと思われる。（レベル3）

外壁波型スレート板に亀裂や破損箇所が多い。波型ス

レートはアスベストと思われる。（レベル3）

63
役場庁舎
H8増築1F部分

長寿命化により継続使用

62
役場庁舎
H8増築2F部分

長寿命化により継続使用

長寿命化により継続使用

長寿命化改修の時期が到来している。

通し

番号
施設(建物)名

構造

階数

床面積

建築年

度

(和暦)

経過

年数
点検実施に基づく評価と課題 今後の方針

屋上はシート防水に改修されている。

外壁タイルに剥離している部分あり。

Ｈ30空調設備改修済
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(4) 長寿命化した場合のコスト見通し                         

コスト見通しの試算条件は、次のとおりとします。 

・基準年度：2019 年度 

・試算期間：基準年度の翌年度から 40 年間 

・更新周期：<改築・要調査>50 年 <長寿命>80 年 

・工事期間：2年（実施年数より古い建物改修を 10 年以内に実施） 

・改築単価：400,000 円/㎡（総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」における行政系施設更新単価） 

・長寿命化改修：実施年数 40 年 工事期間 2年（実施年数より古い建物の改修を 10 年以内に実施） 

・大規模改造：実施年数 20 年、工事期間 1年 

(ただし、改築、長寿命化改修の前後 10 年間に重なる場合は実施しない) 

・部位修繕：Ｄ評価は今後 10 年以内に実施、Ｃ評価は今後 10 年以内に実施 

      （ただし、改築、長寿命化改修、大規模改修を今後 10 年以内に実施する場合を除く） 

 

長寿命化により建物の更新周期を 80 年にした場合、今後の 40 年間の維持・更新コス

トの総額は 45 億円、年平均 1億円となり、従来の建替え中心の総額 48 億円、年平均 1.2

億円が、約 6％の縮減となります。 

しかし、投資的経費（直近５ヶ年）に対して 2.1 倍の経費がかかっており、長寿命化

だけでは今後の財政への対応が難しい状況となっています。 

 

  図表 3-6 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

 

  図表 3-17 費用区分・内容 

費用区分 費用内容 周期 単価等 

過去の施設の関連経費 H26～H30 施設整備・修繕維持費用 毎年 57,895 千円 

改築 施設の改築にかかる費用 80 年 行政系施設 40 万円/㎡ 

長寿命化改修 施設の長寿命化修繕にかかる費用 40 年 24 万円/㎡ 

大規模改造 施設の大規模改造にかかる費用 20 年 10 万円/㎡ 

その他の施設整備費 施設整備にかかる経費 毎年 100 万円 

維持修繕費 維持修繕にかかる経費 毎年 390 万円 

光熱水費・委託費 光熱水費、委託にかかる経費 毎年 1,700 万円 
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４ 施設整備の基本的な方針等 

(1) 施設の規模・配置計画・統廃合等の方針                            

   

役場庁舎、情報通信センター、消防署は、行政機能の中核及び防災時の災害対策拠点

施設として重要な施設となっています。今後の人口の動向などに注視し、本計画施設及

び他の公共施設の改築時等において、複合施設等の検討を行います。  

 

【役場庁舎】 

役場庁舎の主な機能は、町民の窓口、職員の執務及び議会の機能を有し、利便性や情

報化にも対応する必要があります。役場庁舎は、建築後40年近く経過する施設であるが、

耐震化工事の完了、平成 30 年度には空調設備改修も完了し、こまめな維持管理、大規模

改造等行いながら今後も使用可能であり、また、他の公共施設もほぼ現在の場所に設置

されていることから、原則として現在の配置を維持していくこととする。 

 

 【情報通信センター】 

情報通信センターは、役場を含めた公共施設の情報通信管理及び町民への情報発信機

能を有しており役場庁舎とも密接な連携が求められる施設であり、設備においては常に

機能強化が求められています。近接施設の更新時等に複合化等の検討をします。 

 

【消防署】 

消防署は、上伊那広域連合が管理運営をしていますが、常備消防の位置付けとして、

火災、救急、救助、その他風水害等に対応する施設となっており、箕輪町の枠を超えた

活動が求められ、利便性や情報化が求められる施設です。 

 

【消防団詰所】 

消防施設の消防団員の基幹詰所及び詰所については、団員数や活動状況をみながら実

情に合わせて災害時用の資材倉庫等への転換を検討します。 
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(2) 庁舎等行政施設の長寿命化計画の基本方針                     

 総合管理計画における基本方針等を踏まえ、本計画の方針を設定する。 

① 総合管理計画の基本方針等 

総合管理計

画の基本方

針 

・総合管理計画と財政見通しをもとに個別の施設の態様に応じ、長寿命化計画等対応してい

きます。 

・公共サービスとして必要性に乏しい施設については廃止の方向で検討します。 

・公共サービスとしては必要あるが、公共施設は必要ない施設については、ソフト化（民間

移管・住民移管・代替えサービス）を検討します。 

・公共サービスとしても公共施設としても必要だが、量を削減する必要のある施設について

は、統廃合（類似機能の共用化）を検討します。 

・公共サービスとしても公共施設としても必要だが、独立施設である必要のない施設は、広

域化・多機能化を検討します。 

点検・診断等 ・今後必要とされる施設、インフラについて、適切な点検、診断を実施し

ていきます。 

維持管理・更新 ・経過年数の劣化状況に応じて周期的に改修を行うように努めます。 

安全確保 ・日常点検・定期点検により危険箇所が発見された場合は、速やかに対策

を実施し、施設の安全確保を図るとともに、使用していない施設につい

ても、防犯・防災・事故防止等の観点から予防的な対応を検討します。 

耐震化 ・未だ耐震診断を実施されていない施設については、今後の施設の利用見

込みにより、耐震診断を実施するとともに、補強等適切な対応をします。 

長寿命化 ・公共施設等総合管理計画と財政見通しをもとに個別の施設の態様に応

じ、長寿命化計画の策定等対応していきます。 

総合管理計

画の施設類

型別方針 

庁舎・庁舎関連施

設 

・町の行政サービスの拠点であり、施設の機能面から多機能化及び機能強

化します。 

消防施設 ・危機に備えるため多機能化を図りながら、消防団員数や地域の実情に合

わせ屯所から資器材庫への転換を検討する。 

倉庫 ・防災倉庫を除く一般倉庫にいついては、必要性を十分見極め、統廃合を

図ります。 

 

② 長寿命化や予防保全の方針 

   施設は、維持修繕にかかる費用などが多額にかかることもあり、十分な管理ができ

ていないところがあります。維持管理をどの施設から行うのかなどを精査し必要な箇

所について対策し、長期にわたり機能維持ができるように予防保全、改修時にふさわ

しい機能向上を行っていきます。また、維持管理費についても費用の削減に努めます。 

必要な建物については、耐震診断や耐力度調査を行い、適正な判断に基づく長寿命

化や建物更新を行います。 

電気設備、機械設備については、劣化や不具合が顕在化しても目視により確認でき

ないことが多いため、あらかじめ定めた期間で更新を行う時間計画保全とし、機能停

止による損害を発生させないよう維持管理していきます。 

利用者の安全確保を第一に考えた建物づくりを目指し、緊急度を考慮した対応を検

討します。また、大地震などに備え、非構造部材の耐震化を進めます。 
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③ 目標使用年数・改修周期の設定 

   今後は、改築中心から長寿命化改修による建物の長寿命化に切り替え、部位改修を
併用した整備を行います。 

 

図表 4-1 改築中心から長寿命化への転換イメージ 

  

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

    

 

 

竣工         20        40       60         80 年 

 

 

 

 

    （「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（文部科学省）」より引用） 

 

建物の躯体健全度の状況を踏まえ、高強度で耐久性が高く長期の使用に耐え得る建物

は、将来コストの削減を図るために目標使用年数を８０年とします。 

改修周期については、築４０年で長寿命化改修、築２０年と築６０年に大規模改造、

築８０年で改築するものとし、既に築４０年を超えている建物は今後１０年以内に長寿

命化改修を実施します。 

また、部位修繕については、Ｄ評価は５年以内、Ｃ評価は１０年以内の修繕を基本と

します。 

竣工 

40～50 年間 

改築 改築 

改築費 改築費 

改築費 

大規模改造費 

（予防保全的な改修） 

大規模改造費 

（予防保全的な改修） 

大規模改造費 

（事後保全的な改修） 
大規模改造費 

（事後保全的な改修） 

長寿命化改修費 

（改築の 6割程度の費用） 

建物の水準 

大規模改造 

（原状回復等） 

 
・外装、内装等の改修 
・断熱等のエコ改修 
・トイレ改修 
・空調設備 

長寿命化改修 

（機能向上） 
 
・コンクリート中性化対策 
・鉄筋の腐食対策 
・耐候性に優れた仕上材へ

の取り替え 
・多様な施設利用への対応 

大規模改造 

（原状回復等） 

 
・外装、内装等の改修 
・断熱等のエコ改修 
・トイレ改修 
・空調設備 

改築 

経年による 

機能・性能の劣化 

経年による機能・性能の劣化 

（機能・性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝手が悪くなって解体してしまう） 

（建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う） 

施設全体の機能に相当な支障が 

発生する水準 

施設全体の機能に相当な支障が 

発生する水準 

70～80 年間 

改
築
中
心
の
イ
メ
ー
ジ 

長
寿
命
化
の
イ
メ
ー
ジ 

建物の水準 

20 年 40～50 年 60～70 年 80 年 
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５ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

(1) 改修等の整備水準                                

  

長寿命化改修は、単なる老朽化した施設の機能回復ではなく、改修時期に求められて

いる機能向上を図りながら施設利用者が快適な利用ができるように整備します。ここで

は、各施設の個別計画に一定の質を確保する目的で長寿命化改修の整備水準を設定し、

躯体の構造安全性の確保、多様な施設利用者に対応した施設の整備、バリアフリー化な

どを行います。 

 

  ア 老朽化に係る整備項目（該当項目を適用します） 

建物の外部、内部仕上げ、設備などの経年による劣化や機能低下を長寿命化改修に

より改善します。施設・棟により、築年数や老朽化の程度が異なるため、改修内容は

劣化状況調査結果を踏まえ選定します。 

 

屋上・バルコニー 

防水及び屋根改修 

・屋上防水は、原則として、既存の防水仕様は撤去・更新し、長寿命で耐

久性に優れた材料・工法を選定します。ただし、改修履歴や老朽度の程

度に応じて既存防水非撤去工法とします。 

・屋上防水は断熱工法とし、断熱地域区分を踏まえた断熱材を選定します。 

・笠木は、屋上防水改修に併せて撤去更新します。 

・ルーフドレンは、屋上防水改修に併せて撤去し、改修ドレンに更新しま

す。 

・金属屋根は、著しい老朽や漏水等が見られる場合は撤去・更新します。

長寿命で耐久性に優れた材料・工法を選定し、老朽化の程度は軽微なも

のは再利用します。 

外壁・外部建具改修 ・鉄筋コンクリート造の外壁は、中性化の進行状況に応じた中性化抑制対

策を行います。 

・外壁のクラックや欠損などは、適切な補修を行います。外壁仕上げは長

寿命で耐久性に優れた材料・工法を選定し、色調は周辺環境との調和に

配慮します。 

・外壁・外部建具周りシーリングは、防水性・水密性を回復するため撤去・

更新します。 

・外部建具は、既存建具の仕様や工期等踏まえて適切な改修工法を選定し

ます。また、二重ガラスを使用するなど断熱性に優れたものとします。 

・外部建具改修に使用するガラスは、強化ガラスなど開口部の安全性能を

向上するものを選定します。 
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内装工事 

 

・仕上げ材は、諸室の用途や利用特性に配慮し、耐久性に優れた材料を選

定します。 

・使用する材料は、揮発性有機化合物を含む材料を避け、原則フォースタ

ーの材料とします。 

・ガラスを用いる箇所は、「ガラスを用いた開口部の安全設計指針」（建設

住宅局監修）を踏まえて安全性を確保します。 

・造作家具、調理台等は、撤去更新します。 

・防火区画や使用する材料の防火性能等は、現行の建築基準法に適合する

ものとします。 

・劣化状況調査結果より、耐用年数未満や老朽化の程度が軽微なものは、

部分補修等により再利用します。 

電気設備改修 ・ CO2 の削減やランニングコストの低減に配慮した省エネルギー効果の高

い機器を選定します。 

・使用する器具の種別は最小限とし、維持管理が容易なものとします。 

・改修する照明器具は、LED 照明とします。 

・照明点滅系統の細分化や人感センサー等の工夫により、消費電力の低減

を図ります。 

・受変電設備は、原則として、撤去・更新します。 

・幹線動力設備、情報設備、各配線等の電気設備機器時は、原則として、

撤去・更新します。 

・劣化状況調査結果より、耐用年数未満や老朽化の程度が軽微なものは、

部分改修等により再利用します。 

機械設備の改修 ・CO2 の削減やランニングコストの低減に配慮した省エネルギー効果の高

い機器を選定します。 

・受水槽や衛生陶器、水洗、給水配管等は、原則として、撤去・更新しま

す。 

・劣化状況調査結果より、耐用年数未満や老朽化の程度が軽微なものは、

部分改修等により再利用します。 

 

イ 安全にかかる整備項目 

施設利用者が安全で安心して過ごせるようにするためには、十分な防犯機能、防災

機能を整備することが重要です。 

 

防犯対策 ・不審者の侵入や職員の目の届きにくい場所に必要な場合は防犯カメラを

設置します。 

・緊急時に警察や消防等に通報する緊急通信設備を整備します。 

・敷地内外の領域が不明確な部分は、フェンス等により明確化します。 

非構造部材の耐震

化 

・書棚や家具等は、転倒防止のため壁や床に固定します。 

・壁掛式の放送機器などの落下防止対策を講じ非構造部材の耐震化を図り

ます。 

・窓ガラスが地震等により割れて飛散しないよう防止フィルムを貼るな

ど、二次被害の拡大を防止します。 

防災機能の強化 ・トイレは、被災時に高齢者や障がい者が利用しやすくするため洋式化及

び段差解消を図ります。 



- 23 - 

バリアフリー改修 ・施設の敷地入り口から建物、建物内で車椅子利用者が移動しやすいよう

段差を解消します。 

・階段は、両側に手摺りを設けます。 

・１階には、多目的トイレを整備します。 

 

ウ 機能向上に係る整備項目 

地域住民が利用する公共施設として、機能性や快適性に配慮した改修メニューを設

定します。 

 

トイレ改修 

 

・大便器は洋式化とします。 

・床は、乾式とします。 

・その他衛生器具は、使いやすさやメンテナンスを考慮し選定します。 

 

 

エ 環境に配慮した整備項目 

地球温暖化をはじめとする環境問題についての理解と関心を深めるための環境教育

の重要性が高まっています。環境負荷の低減を図るエネルギー使用の効率化や自然エ

ネルギーの活用など環境に配慮した改修メニューを選定します。 

エコ改修 

 

・断熱性能を向上します。 

・木材やリサイクル建材などの積極的な利用を図ります。 

・メンテナンス性の向上や高耐久な建材を利用し、長寿命化を図ります。 

・設備機器は、高効率で省エネルギーに配慮した機器を選定します。 

・通風を利用した室内環境の整備を図ります。 

 

オ 工事における配慮事項 

工事における配慮

事項 

 

・工事期間中は、施設の利用者や周辺住民に対する安全確保に十分配慮し

ます。 

・周辺住民の生活環境に対する影響を考慮し、騒音や振動、粉塵等の発生

を抑えた工法とします。 

・工事範囲を区画する仮間仕切りの設置や撤去工事の際の飛散防止養生、

雨養生など、工事中の危険防止や建物の保護に十分配慮します。 

・建具や設備機器など製作から納品までの期間を要するものは、工期を考

慮して工法、機器等を選定します。 

・工期は、可能な限り短期化を図ります。 
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  図表 5-1 建物の改修項目 

工事項目 検討工事内容 

１ 直接仮設 養生、外部足場、内部足場、仮設間仕切り等 

２ 屋上防水改修 撤去・改修（断熱シート防水、笠木、フェンス、ルーフドレン） 

３ 屋根改修 金属屋根葺き替え（フッ素樹脂鋼板葺き・断熱仕様） 

金属屋根塗装改修（遮熱塗装）、箱樋部分断熱シート防水、 

４ 外壁改修 改修・撤去（外壁洗浄、外壁補修・中性化改質剤・防水型複層塗材・縦樋） 

５ 建具工事 外部建具撤去改修（アルミ製建具カバー工法、強化ガラス） 

内部建具撤去改修（パーテーション、鋼製建具・木製建具・軽量鋼製建具・防火戸） 

６ 内部改修 撤去・改修（床・壁・天井仕上げ・下地） 

７ 家具・ユニット 撤去・改修（造作家具・流し台・カーテンボックス） 

８ 電気設備 撤去・改修（感知器・照明・放送設備・受変電設備・幹線設備等） 

９ 換気設備 撤去・改修 

10 給排水・ガス設備 撤去・改修（給水・排水・給湯・消火栓・ガス等） 

11 トイレ改修 撤去・改修（内部仕上げ・便器・ブース・照明・換気等） 

12 エレベーター等改修 撤去（既設エレベーター等撤去）、改修(エレベーター等更新) 

13 キュービクル 撤去・更新 

14 受水槽 撤去・更新 
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(2) 維持管理の項目・手法等                             

 

施設における従来の主な点検・調整には、法令で義務付けられている建築基準法第１

２条点検や設備機器の定期点検等があります。これらの定期的な点検と同じ時期に合わ

せて劣化状況調査を行うことで、劣化箇所や危険箇所が早期に発見でき、適切な修繕を

早期に実施することが可能となります。なお、非構造部材点検時の劣化状況調査に合わ

せて耐震化ガイドブック（文部科学省）に準じ調査を実施します。 

定期的に点検・調査を実施し、その状況を記録することで、劣化の進捗度合いを反映

した改修メニューや改修時期に適宜見直していきます。 

 

ア 点検項目 

点検項目は、以下の６項目とします。 

建築基準法第 12 条点検及び劣化状況点検 非構造部材の点検 

1 敷地及び地盤 1 天井 

2 外壁 2 照明器具 

3 屋上・屋根 3 窓・ガラス 

4 建物内部 4 外壁 

5 避難施設等 5 内壁 

6 建築設備 
 
 
 

6 設備機器 

7 テレビなど 

8 収納棚など 

9 ピアノなど 

10 エキスパンション・ジョイント 

 

イ 点検の種類 

一斉点検 

 

修繕や小規模工事で対応する不都合箇所や危険箇所及び非構造部

材の耐震性の把握を目的とし、１年以内に１回を目安として施設設

置者で実施します。 

定期点検 ３年に１回を目安として、建築基準法第 12 条点検、設備点検及び

劣化情報調査を専門業者に委託し実施します。必要により、非構造

部材の耐震性の劣化調査を実施します。  

随時点検  施設管理者の報告により施設設置者が実施します。 

 

ウ 点検の実施時期 

図表 5-2 点検調査の実施時期 

点検・調査 調査者 
実施年 

1 2 3 4 5 6 7 8 以降 

一斉点検 施設設置者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続 

定

期

調

査 

建築基準法

第 12 条点検 

設備以外 専門業者 ○   ○   ○  継続 

設備 専門業者  継続 

劣化状況点検 
専門業者 

施設設置者 
○   ○   ○  継続 

随時点検 
専門業者 

施設設置者 
○   ○   ○  継続 



- 26 - 

６ 長寿命化の実施計画 

(1) 改修等の優先順位の考え方                           

 

施設の保全（改修等）の優先順位付けは、保全周期の目安に加え、現在までの維持

管理の状況や各種点検、現場調査等の結果と施設の基本的方針及び評価・課題・今後

の方向性に基づき、安全性確保を第一に優先順位付けをしながら計画的な保全を実施

します。 

施設の建替えは、築年数だけではなく施設全体を総合的に評価・判断し、必要な施

設で代替性のない施設について行いますが、施設環境の向上や公共建築物のマネジメ

ントを行う重要な機会ととらえて、施設の機能改善や施設利用者の状況を見ながら効

率性や事業効果を総合的に考え、優先度は適宜見直しを行っていきます。 

改修等の優先順位付けは、下記の基準を基本とし、安全で安心な施設環境の確保を

図ります。 

 

【１】築年数による整理 

 建築年の古い建物から実施する。 

    築年数の古い建物はそれなりに劣化度が進行し対策が必要な建物。 

    調査対象建物が複数棟ある場合は、古い建物の築年数とします。 

【２】構造躯体の健全性 

    構造躯体の健全性の低い建物を優先します。 

調査の必要な建物については調査を実施して判断します。 

【３】劣化状況調査結果 

劣化状況の著しい建物は、早急に改修が必要な建物と考え優先する。 

【４】過去の改修等工事記録 

過去の改修工事の実施時期に応じて、改修の優先順位を下げる。 

 

次ページの図表 6-1 劣化状況評価（劣化度総合評価）については、劣化状況評価を

劣化の進行度合いで評価（100-健全度の点数）と経年劣化（築年数分だけ劣化が進行

している）と考え、経過年数を加算することで総合的に劣化の進行状況を点数化し、

点数の多いものから優先的に改修等が必要と考えます。順位付けの参考としています。 
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 図表 6-1 劣化状況評価 （劣化度総合評価） 

　  

西暦 和暦 基準 診断 補強
調査

年度

圧縮

強度

（N/

㎟）

試算

上の

区分

82 判の木水防倉庫 水防倉庫 780 S 1 17 1980 Ｓ55 39 新 要調査 Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 62 38 77 1

61 役場庁舎 庁舎 11-1 RC 3 4,337 1979 S54 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75 25 65 2

65 役場庁舎 公用車車庫2 11-1 S 1 198 1979 S54 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75 25 65 2

66 役場庁舎 公用車車庫3 11-1 S 1 161 1979 S54 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75 25 65 2

67 役場庁舎 二輪車車庫 11-1 CB 1 44 1979 H3 40 旧 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75 25 65 2

64 役場庁舎
倉庫・公用車車庫

1
11-2 S 1 220 1988 S63 31 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75 25 56 6

70
第１分団大出詰

所
消防団員詰所 2464 S 2 95 2000 H12 19 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 75 25 44 7

77
第6分団基幹詰

所（南小河内）
消防団員詰所 2251 S 2 90 1994 Ｈ6 25 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 81 19 44 7

75
第4分団基幹詰

所（木下）
消防団員詰所 2723 S 2 133 2003 Ｈ15 16 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 81 19 35 9

83 沢水防倉庫 水防倉庫 771 S 1 17 1984 Ｓ59 35 旧 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100 0 35 9

71
第1分団八乙女

詰所
消防団員詰所 2936 S 2 60 2007 H19 12 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 81 19 31 11

69
第１分団基幹詰

所（沢）
消防団員詰所 2812 S 1 223 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 84 16 30 12

73
第2分団下古田

詰所
消防団員詰所 2821 S 2 60 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 84 16 30 12

68
情報通信セン

ター
情報通信センター 2553-592 RC 2 346 2000 H12 19 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 91 9 28 14

76
第5分団基幹詰

所（三日町）
消防団員詰所 2791 S 2 95 2004 H16 15 新 長寿命 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 91 9 24 15

62 役場庁舎
庁舎（Ｈ8増築2Ｆ

部分）
11-1 S 2 233 1996 Ｈ8 23 新 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100 0 23 16

72
第2分団基幹詰

所（上古田）
消防団員詰所 2472 S 2 95 1999 Ｈ11 20 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98 2 22 17

74
第2分団富田詰

所
消防団員詰所 2839 S 2 60 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98 2 16 18

78
第6分団長岡詰

所
消防団員詰所 2847 S 2 60 2005 Ｈ17 14 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98 2 16 18

81
北小河内防災倉

庫
防災倉庫 2880 S 1 14 2006 Ｈ18 13 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98 2 15 20

79 箕輪消防署 本館棟 2910
RC

Ｓ
3 1,100 2007 H19 12 新 長寿命 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 98 2 14 21

80 箕輪消防署 主訓練棟 2910
RC

Ｓ
3 89 2007 H19 12 新 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100 0 12 22

63 役場庁舎
庁舎（Ｈ8増築1Ｆ

吹抜け部）
11-3 S 2 167 2015 Ｈ27 4 新 長寿命 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 100 0 4 23

内

部

仕

上

電

気

設

備

機

械

設

備

健全度

(100点

満点)

劣化度総合評価

劣化度

（100点

満点）

100-健

全度

劣化度

+

経過年

数

優先

順位

建築年度

築

年

数

耐震安全性 長寿命化判定 屋

上

・

屋

根

外

壁

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

通

し

番

号

施設名 建物名 棟番号
構

造

階

数

延床

面積

(単位)

：概ね良好

：部分的に劣化
A

B

：広範囲に劣化

：早急に対応する必用がある

C

D：築30年以上：築 基準 2019
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(2) 実施計画                                   

図表 6-2 実施計画（今後 10 年間） 

●：改築　◆：長寿命化改修　◇：大規模改造　△：部位改修 ■撤去取壊し （単位：千円）
2019 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

通

し

番

号

施設名 建物名

構造

階数

床面積

建築

年度

築年数

目標使

用年度

区分

優先

順位

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

2

9

R

2

R

3

R

4

R

5

R

6

R

7

R

8

R

9

R

10

R

11

61 役場庁舎 庁舎 RC-3 1979 2059 60 ◆

4,337 40 長寿命 457,120

62 役場庁舎 H8増築 S-2 1996 2076

2F部分 233 23 長寿命

63 役場庁舎 H8増築 S-2 2015 2095

1F部分 167 4 長寿命

64 役場庁舎 倉庫・車庫1 S-1 1988 2068 76 ◆

220 31 長寿命 1,782

65 役場庁舎 公用車車庫2 S-1 1979 2059 60 ◆

198 40 長寿命 1,604

66 役場庁舎 公用車車庫3 S-1 1979 2059 60 ◆

161 40 長寿命 1,305

67 役場庁舎 二輪車車庫 S-1 1979 2059 60 ◆

44 40 長寿命 357

68 情報通信 情報通信 RC-2 2000 2080 ◇

センター センター 346 19 長寿命 35,777

69 第1分団 基幹詰所 S-1 2005 2085 ◇

　 (沢）　 223 14 長寿命 1,000

70 第1分団 大出詰所 S-2 2000 2080 ◇

　 95 19 長寿命 1,000

71 第1分団 八乙女詰所 S-2 2007 2087 ◇

　 60 12 長寿命 1,000

72 第2分団 基幹詰所 S-2 1999 2079

　 (上古田） 95 20 長寿命

73 第2分団 下古田詰所 S-2 2005 2085 ◇

　 60 14 長寿命 1,000

74 第2分団 富田詰所 S-2 2005 2085 ◇

　 60 14 長寿命 1,000

75 第4分団 基幹詰所 S-2 2003 2083 ◇

　 （木下） 133 16 長寿命 1,000

76 第5分団 基幹詰所 S-2 2004 2084 　 ◇

　 （三日町） 95 15 長寿命 1,000

77 第6分団 基幹詰所 S-2 1994 2074

　 （南小河内） 90 25 長寿命

78 第6分団 長岡詰所 S-2 2005 2085 ◇

　 60 14 長寿命 1,000

79 箕輪消防署 本館棟 RC+S-3 2007 2087 ◇

1,100 12 長寿命 113,740

80 箕輪消防署 主訓練棟 RC+S-3 2007 2087 ◇

89 12 長寿命 2,056

81 北小河内 北小河内 S-1 2006 2086 ◆
防災倉庫 防災倉庫 14 13 長寿命 0

82 判の木 判の木 S-1 1980 2060 46 △ 　
水防倉庫 水防倉庫 17 39 長寿命 200 　

83 沢水防倉庫 沢水防倉庫 S-1 1984 2064 ◆

17 35 長寿命 3,495

　

0 1,200 3,266 458,120 40,272 4,000 0 116,796 0 1,782

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

0 1,200 3,266 458,120 40,272 4,000 0 116,796 0 1,782

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

1,000 2,200 4,266 459,120 41,272 5,000 1,000 117,796 1,000 2,782

3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900

21,900 23,100 25,166 480,020 62,172 25,900 21,900 138,696 21,900 23,682

209,000

　　　　維持管理費

　　　　光熱水費

合計

　 844,436

　　　　委託料

計

庁舎等行政施設計

計

　

　　　　施設整備費

　　　　その他施設整備

635,436

屋根・外壁改修

役場庁舎長寿命化改修工事

消防団詰所改修補助金想定

屋根改修・外壁吹

箕輪消防署

大規模改修

工事
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図表 6-3 実施計画（中長期） 

 

●：改築　◆：長寿命化改修　◇：大規模改造　△：部位改修　■：取壊し     （単位：千円）
2019 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

通

し

番

号

施設名 建物名

構造

階数

床面積

建築

年度

築年数

目標使

用年度

区分

優先

順位

2

0

1

4

2

0

1

5

2

0

1

6

2

0

1

7

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

4

0

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

5

0

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

8

2

0

5

9

H

26

H

27

H

28

H

29

H

30

R

1

R

2

R

3

R

4

R

5

R

6

R

7

R

8

R

9

R

10

R

11

R

12

R

13

R

14

R

15

R

16

R

17

R

18

R

19

R

20

R

21

R

22

R

23

R

24

R

25

R

26

R

27

R

28

R

29

R

30

R

31

R

32

R

33

R

34

R

35

R

36

R

37

R

38

R

39

R

40

R

41

61 役場庁舎 庁舎 RC-3 1979 2059 60 ◆ ◇ ●
4,337 40 長寿命 457,120 433,700 867,400

62 役場庁舎 H8増築 S-2 1996 2076 ◆ ◆ ◇

2F部分 233 23 長寿命 27,960 27,960 23,300

63 役場庁舎 H8増築 S-2 2015 2095 ◆ ◆

1F部分 167 4 長寿命 20,040 20,040

64 役場庁舎 倉庫・車庫1 S-1 1988 2068 76 ◆ ◇

220 31 長寿命 1,782 22,000

65 役場庁舎 公用車車庫2 S-1 1979 2059 60 ◆ ◇ ●

198 40 長寿命 1,604 19,800 39,600

66 役場庁舎 公用車車庫3 S-1 1979 2059 60 ◆ ◇ ●

161 40 長寿命 1,305 16,100 32,200

67 役場庁舎 二輪車車庫 S-1 1979 2059 60 ◆ ◇ ●

44 40 長寿命 357 4,400 8,800

68 情報通信 情報通信 RC-2 2000 2080 ◇ ◆ ◆
センター センター 346 19 長寿命 35,777 41,520 41,520

69 第1分団 基幹詰所 S-1 2005 2085 ◇ ◆

　 (沢）　 223 14 長寿命 1,000 2,000

70 第1分団 大出詰所 S-2 2000 2080 ◇ ◆

　 95 19 長寿命 1,000 2,000

71 第1分団 八乙女詰所 S-2 2007 2087 ◇ ◆

　 60 12 長寿命 1,000 2,000

72 第2分団 基幹詰所 S-2 1999 2079 ◆ ◇

　 (上古田） 95 20 長寿命 2,000 2,000

73 第2分団 下古田詰所 S-2 2005 2085 ◇ ◆

　 60 14 長寿命 1,000 2,000

74 第2分団 富田詰所 S-2 2005 2085 ◇ ◆

　 60 14 長寿命 1,000 2,000

75 第4分団 基幹詰所 S-2 2003 2083 ◇ ◆

　 （木下） 133 16 長寿命 1,000 2,000

76 第5分団 基幹詰所 S-2 2004 2084 　 ◇ ◆

　 （三日町） 95 15 長寿命 1,000 2,000

77 第6分団 基幹詰所 S-2 1994 2074 ◆ ◇

　 （南小河内） 90 25 長寿命 2,000 2,000

78 第6分団 長岡詰所 S-2 2005 2085 ◇ ◆

　 60 14 長寿命 1,000 2,000

79 箕輪消防署 本館棟 RC+S-3 2007 2087 ◇ ◆ ◆
1,100 12 長寿命 113,740 132,000 132,000

80 箕輪消防署 主訓練棟 RC+S-3 2007 2087 ◇ ◆ ◆

89 12 長寿命 2,056 10,680 10,680

81 北小河内 北小河内 S-1 2006 2086 ◆ ◆ ◆
防災倉庫 防災倉庫 14 13 長寿命 0 1,680 1,680

82 判の木 判の木 S-1 1980 2060 46 △ 　 ● ◇
水防倉庫 水防倉庫 17 39 長寿命 200 　 6,800 1,700

83 沢水防倉庫 沢水防倉庫 S-1 1984 2064 ◆ ◇

17 35 長寿命 3,495 1,700

　

0 1,200 3,266 458,120 40,272 4,000 0 116,796 0 1,782 6,800 0 0 0 2,000 0 27,960 27,960 0 42,300 2,000 433,700 0 43,520 45,220 9,680 1,680 144,680 164,680 0 1,700 0 0 0 2,000 20,040 43,340 0 0 950,000

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

12,852 0 9,325 4,964 139,482  0 1,200 3,266 458,120 40,272 4,000 0 116,796 0 1,782 6,800 0 0 0 2,000 0 27,960 27,960 0 42,300 2,000 433,700 0 43,520 45,220 9,680 1,680 144,680 164,680 0 1,700 0 0 0 2,000 20,040 43,340 0 0 950,000

4,283 0 0 0 5,216  1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

17,135 0 9,325 4,964 144,698 1,000 2,200 4,266 459,120 41,272 5,000 1,000 117,796 1,000 2,782 7,800 1,000 1,000 1,000 3,000 1,000 28,960 28,960 1,000 43,300 3,000 434,700 1,000 44,520 46,220 10,680 2,680 145,680 165,680 1,000 2,700 1,000 1,000 1,000 3,000 21,040 44,340 1,000 1,000 951,000 2,634,696

2,634,696

4,841 6,449 2,941 1,432 4,320  3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900

11,826 9,381 8,600 10,610 7,780  9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

7,714 9,367 7,279 8,037 7,558  8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

24,381 25,197 18,820 20,079 19,658  20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 20,900 836,000

836,000

41,516 25,197 28,145 25,043 164,356 21,900 23,100 25,166 480,020 62,172 25,900 21,900 138,696 21,900 23,682 28,700 21,900 21,900 21,900 23,900 21,900 49,860 49,860 21,900 64,200 23,900 455,600 21,900 65,420 67,120 31,580 23,580 166,580 186,580 21,900 23,600 21,900 21,900 21,900 23,900 41,940 65,240 21,900 21,900 971,900 3,470,696

3,470,69656,851 844,436 326,020 1,064,160 1,236,080

209,000 209,000

計

過去5年間平均 35,224 635,436

過去5年間平均 21,627 209,000 209,000

合計

　 過去5年間平均

計

庁舎等行政施設計

　

　　　　施設整備費

　　　　その他施設整備

　　　　維持管理費

　　　　光熱水費

　　　　委託料

117,020 855,160 1,027,080
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 (3)長寿命化のコストの見直し、長寿命化の効果                    

 

この計画 ２-（３）-④で、今後の維持更新コスト（従来型）、３-（４）では長寿命化し

た場合のコストの見通しを掲載してありますが、多くのコストがかかることが見てとれます。 

この計画を含め、他の個別計画を積み上げ全体の数値としてみると、今後の維持更新コス

ト（従来型）では、10 年間で 230 億円を超え、40 年間で 561 億円に達する状況となっていま

す。さらに、長寿命化した場合のコストの見通しにおいても 10 年間で 140 億円を超え、40

年間で 455 億円に達する状況であり、さらに今後の維持更新コストを削減する必要がありま

す。 

こうしたことから、施設整備の基本的な方針において、長寿命化や予防保全・目標使用年

数や改修周期の設定・改修等の設備水準などを定めコスト削減を目標としてあります。 

 従って、この計画では、従来型の維持更新コストと比較し 10 年間では 16.0 億円の削減、

40 年間では 13.6 億円の削減となっています。 

 

 

コスト比較        単位：億円 

 

 

従来型 a 長寿命化型 見直し後 b a-b 
備 考 

10 年 40 年 10 年 40 年 10 年 40 年 10 年 40 年 

24.5 48.3 15.8 42.1 8.4 34.7 -16.0 -13.6  
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７ 長寿命化計画の継続的運用方針 

 

(1) 情報基盤の整備と活用                             

  施設の維持管理に係る情報管理として、施設状態の点検結果データや、過去の部位毎

の改修などの改修履歴などを一元的に管理蓄積するものとし、改修計画等に反映できる

よう活用していきます。 

 

(2) 推進体制等の整備                               

  庁舎等行政管理施設の所管課を中心に、計画を基にした施設に関するマネジメントを

行っていきます。総合管理計画の主管課と施設の所管課が調整して必要に応じて、課等

の長による横断的な調整会議である庁議調整会議や全庁的な調整会議である庁議に諮り、

対応と情報の共有を図りながら長寿命計画を推進します。 

  また、必要に応じ行政内部だけではなく、外部への情報共有を進めることで着実な整

備が促せます。 

 

 (3) フォローアップ                               

  本計画は、庁舎等行政管理施設の日常の維持管理や、改修や建替えの計画を位置づけ

るものであり、箕輪町振興計画の実施計画ともリンクするものであり、PDCA マネジメン

トサイクルに沿った進捗管理を行う。取組みの進捗状況を踏まえ、計画期間中であって

も必要に応じて方針等の見直しを実施していきます。 

 


